
「高知の授業づくり改革プランにおける『学力向上対策推進事業』授業づくり講座」では，新学習指導

要領の趣旨理解から，算数・数学科を軸に授業づくりのプロセスを学び，組織的な授業改善を図ることを

目指し，拠点校を会場に教材研究会・授業研究会及び事後研究会を実施します。今年度，最後となった三

里中学校を会場とする第４回【授業研究会】では，たくさんの先生方にご参加をいただき，活発な意見交

換がなされました。

・ 「対称性」を単元を通して貫いており，とても良い流れの授業が行われていると感じた。単元の最初の方から子どもたちに「対称性」に着目させているので，その特徴などもよく理解していたように思う。また，自分の中で理解を深め，授業実践をしていきたいと思う。

・ 授業をやっていて困ることが多かった作図の授業を，その根拠から考えさせていく授業の組み立てが大変勉強になった。齊藤先生の講話の中の，図形の見方を変えて新たな性質を捉えさせるという授業づくりは大変勉強になった。
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【高知市立三里中学校】 第１学年 「平面図形」垂直二等分線・垂線の作図【授業者】宮脇 剛志 教諭

単元の

提案

点Ａから線分ＢＣに垂線（二等辺三角形の高さ）を引くには？

形式的理解から意味的理解へ
○学習指導要領では，繰り返し「対称性」が出てくる。垂線の作図を通し

て生徒に何を学ばせているのか。形式的理解（垂線の作図の方法を教え

る）ではなく，意味的理解（意味を伴う理解）が大切。対称性があるから

こそ，垂線や垂直二等分線が引けるんだということを，授業の中で子供に

実感させることが大事。

○板書には数学としての大事な要素，アイディアが示されておくこと。垂

直二等分線と垂線の作図を振り返ったときに，作図が「対称性」という概

念として子供に落ちていることが大事。「対称性」で全てが言い尽くされ

る（統合）ことを可視化し，言語化する。

点Ａの位置がずれたとしても線分ＢＣに対する垂線はかけます

か？（変わるものと変わらないものに着目する。点の位置が変
わったことで図形のどこがかわりますか）

【宮脇教諭】

【小野教諭】

講師 島根県立大学教授 学力向上総括専門官 齊藤 一弥 氏

対称性に着目する 汎用的に考える

③④解決活動を振り返る一連のプロセスを見つめると何が見えてくるのか
垂直二等分線の作図を振り返ったときに，上下に合同な二等辺三角形がある。垂線の作図（③）はこれを90度回転したとき
（④）に，ＢＣを対称の軸とした合同な三角形となる。この時，上下の二等辺三角形は合同ではない。つまり，上下の二等
辺三角形は合同でなくてもＤＡを底辺とした二等辺三角形であれば垂直二等分線は引ける。（垂直二等分線の性質）
★全てが対称性で統合される

①点Ａから線分ＢＣに垂線（二等辺三
角形の高さ）を引くには？
なぜ点Ａと点Ｄを結んだ線が高さにな

るのか ★対称性に着目する

【参会者の感想】

【協議】
・生徒は，長さや面積などを求めるときに着目すべきところが分かっ

ており，図形の見方が育っていると感じた。

・授業者の先生が，小学校で学んだ「線対称」を意識した流れをつ

くっていたことが良かった。前半，「線対称で合同な図形をかく」と

いうことが，全ての生徒に落とし込むことができているということが，

次の問題解決の鍵となると思った。

・これまでは，作図をする・させるということに重点を置いて，授業

をしてきた。このように生徒に作図方法を見いださせる授業を提案し

てくれたことは，自分にとっては興味深かった。子どもにどのように

着眼させていくのかというところを，再度，自分なりに考えていきた

いと思った。

対称性に着
目したら，ど
こにでも垂線
が引けそうだ

②一般的な三角形では高さはどうなるのか
前半の垂直二等分線の作図と対比して考える。場面が
変わったときにでも同じことが言えるのか。線対称の
性質を使うということは変わらない。★統合する


